
 

 

 

 

 

  Ｈｅｘａｇｏｎａｌ逆極点図、Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ＜－＞Ｐｌａｎｅ 
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操作方法 

 マウス移動に対しリアルタイム表示 

 マウスクリックで表示の固定 

 Ｉｎｐｕｔモードからシュミレーション結果の表示 

  

 シュミレーション結果表示 

   

   

 

 



逆極点図は、方位分布図であるため、方位（Direction）で表現される。 

通常 

[0 0 0 1]-[1 0 -1 0]-[1 1 -2 0]のステレオ三角形で表現ざれている。 

３指数では [0 0 1]-[2 1 0]-[1 1 0]である。 

   

  

  



このように一部の箇所ではＤｉｒｅｃｔｉｏｎとＰｌａｎｅの４指数表現は一致するが 

一致しない箇所もあります。 

 

例えば 

  

 

以下の例の解釈（ＤｉｔｅｃｔｉｏｎをＰｌａｎｅで表現されている） 

 

 

 

 β＋３０で考える。 

 しかし方位なので（５８，６０）は［３３-６４］も示したい 

 

 

 



ＭＴＥＸでは、[0001][-12-10][-110]が採用され、逆極点図が反転している。 

同一図、他は反転している 

plotIPDF(odf,zvector,'projection','eangle') 

 

 

exportIPDF(od,zvector,’ND.TXT’) 

Ｅｘｐｏｒｔし、[0 0 0 1]-[1 0 -1 0]-[1 1 -2 0]のステレオ三角形で表現 

 



ＭＴＥＸ逆極点シュミレーション 

 

  

  

   

 

 



しかし、ＨＣＰＳｃｈｍｉｄＦａｃｔｏｒは面分布を表すのでＰｌａｎｅが適当 

 

 

  

 

   


